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体いっぱいに自己を表現！第７回阿蘇市こども芸術祭

　伝統文化芸能・音楽等の発表を通して地域のすばらしさの理解を
深めてもらおうと、毎年開催される「阿蘇市こども芸術祭」が１１
月１０日、阿蘇体育館で行われました。
　今年で７回目となるこども芸術祭。今回は市内の各園・学校など
から１４団体、述べ５００人が出演し、日頃から練習に取り組んだ
成果を発表。懸命に演技などを披露する子どもたちの姿に、観覧者
から大きな拍手が送られました。

素晴らしい作品がズラリ！　ごみを減らす標語・絵画児童作品コンクール

　同日に行わ
れた「ごみを
減らす標語・
絵画児童作品
コンクール」
の表彰式では、
市長賞、議長
賞、教育長賞
及び優秀賞を
受賞された皆さんに賞状と副賞が贈られました。
　このコンクールは、子どもの頃から環境やゴミ問題への関心
を深め、正しい認識を持ち成長してもらおうと市が実施してい
るもので、今回も対象となる小学生４年～６年生から、標語部
門に４０６点、絵画部門に６３点の応募がありました。
　会場には入賞作品が展示され、素晴らしい作品を前に立ち止
まって見入る姿が多く見られました。
　なお、入賞作品は、12月末まで市役所本庁市民環境課カウ
ンターに展示してありますので、ぜひご覧ください。

●入賞者一覧（敬称略）
【標語の部】
市長賞　　　岩下�遥奈　（古城小 6年）
議長賞　　　森本�優雅　（乙姫小 5年）
教育長賞　　緒方�ひかり（内牧小 4年）
優秀賞　　　德永�一真　（阿蘇西小 4年）
　　　　　　岩下�大地　（宮地小 5年）
　　　　　　川添�颯輝　（碧水小 6年）
　　　　　　笹原�愛駕　（中通小 6年）
　　　　　　山部�優花　（中通小 5年）
【絵画の部】
市長賞　　　長野�綺音　（坂梨小 6年）
議長賞　　　村上�祐衣　（乙姫小 4年）
教育長賞　　斉藤�要　　（坂梨小 6年）
優秀賞　　　菊池�優羽　（碧水小 4年）
　　　　　　吉岡�美香　（中通小 6年）
　　　　　　菊池�菜月　（碧水小 6年）
　　　　　　岩下�翔人　（古城小 4年）
　　　　　　村上�星玲渚（阿蘇西小 5年）

◀絵画の部（市長賞�長野�綺音さんの作品）

「まあいいや。」　その心から　ゴミの山

標語の部（市長賞�岩下�遥奈さんの作品）

表彰式の様子。
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スポーツ・文化面などで活躍した人、
表彰を受けた人を紹介します。輝く人 たち！
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▲市役所内で勲記と勲章の伝達が行われました。
　（岩瀬氏＝写真右）
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　アンティーク雑貨や古道具、飲食店などが一同
に出店される「旅する蚤の市。in 阿蘇」が１０月
２８日、一の宮町門前町商店街界隈で開催され、多
くの人出で賑わいました。
　今回で４回目を迎える蚤の市は、仲町繁栄会など
でつくる実行委員会が主催したもので、市内をはじ
め九州各地から１００を超えるお店が、阿蘇神社横
参道や広場などにズラリと並びました。
　訪れた人は 25,000 人を超え、秋の阿蘇を散策し
ながら珍しい出展物を手に取り、ショッピングを楽
しんでいました。次回は来春に開催予定です。

第４回旅する蚤の市。in阿蘇
アンティーク雑貨が目白押し！

坂梨小学校で郷土料理教室
やっぱり美味しい♪いきなり団子

　耕作放棄地で収穫されたサツマイモを使った郷土
料理教室が１１月６日、坂梨小学校１・２年生を対
象に開かれました。
　サツマイモは水土里ネット一の宮の協力で収穫さ
れたもので、今回、郷土料理を子どもたちに知って
もらおうと、食生活改善推進員協議会一の宮支部の
皆さんを講師に招き、熊本県を代表する郷土料理で
あるいきなり団子を作りました。
　子どもたちは、あんこを丸めたりサツマイモを切
ったりと、楽しみながら郷土料理の作り方を学びま
した。作ったいきなり団子は、全校児童に振る舞わ
れました。

TOWN TOPICS

　ＥＭ菌の利活用に積極的に取り組む阿蘇ライオン
ズクラブ（草尾幸隆会長）は１１月８日、内牧小４
年生を対象にＥＭ菌講習会を行いました。
　一般社団法人グリーン帯山の青木スミエ氏らを講
師に招き、東日本大震災時の事例などを紹介して、
ＥＭ菌の効果や利用方法についての講演やＥＭ菌団
子づくりが行われました。
　４年生の児童は、年間を通してホタルを飼育、繁
殖し川に放流する『ホタルプロジェクト』に取り組
んでおり、「ＥＭ菌の力を借りて私たちの水を綺麗
にできることをうれしく思う」と、ホタルの生育に
期待を寄せていました。

内牧小学校でＥＭ菌講習会
「ＥＭ菌ってすごいんだぁ！」

　熊本県教育委員会から「生きる力」を育む研究指
定校の指定を受け、２年間の研究・実践に取り組ん
できた一の宮中学校で１１月９日、研究成果の発表
会が行われ、県内各小中学校の教諭など約１５０名
が参加しました。
　心の教育の推進に関し、県内で唯一の指定校とな
っている同校では、『一中プラン』と銘打ち道徳教
育を実践。発表会では計６クラスで公開授業が行わ
れ成果を発表しました。
　３年生の道徳の授業では、先の災害で被災した市
原啓吉さん（福岡）が「これからの復興を次世代に
伝えていくのは皆さんの役割。阿蘇の良さを自信を
持って語れる人になってほしい」と語り、生徒たち
は真剣な面持ちで授業に臨んでいました。

心の教育研究推進校研究発表会
県内唯一の指定校で研究成果を発表
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地域や高校生が取り組み
ＪＲ宮地駅で花いっぱい植栽活動

　阿蘇警察署と熊本県警察音楽隊が主催した「阿蘇
復興の絆コンサート」が１１月４日、古城小学校の
体育館で行われました。
　このコンサートは、先の豪雨災害の復興に向けて
頑張っていただきたいと市民の皆さんを招き、開催
されたもので、古城小学校の学習発表会に合わせ行
われました。
　コンサートは、素晴らしい吹奏楽で約１時間にわ
たり演奏され、美空ひばりメドレーやアニメの歌も
登場。参加者は一緒に歌うなどして音楽を楽しみま
した。

県警音楽隊が古城小学校で演奏
阿蘇復興の絆コンサート
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　ＪＲ宮地駅を訪れる人たちに阿蘇の花で心を癒し
てもらい、また、周辺街並みの活性化にもつながる
ようにと、阿蘇中央高校の生徒たちが育てた花プラ
ンターが１１月１日、駅内に設置されました。
　取り組んだのは、古神１区、古神繁栄会、阿蘇中
央高校でつくる「宮地駅花いっぱい植栽実行委員会」
（川野輝彰代表）の皆さんで、くまもと緑・景観協
働機構の支援を受け行いました。
　駅には高菜やソバの花など阿蘇の特産をアピー
ル。会では今後も、季節に応じた花や野菜を植栽し、
多くの人に阿蘇に親しんでいただくことを期待され
ています。




